	29
（月）
	永遠 (えいえん)に向 (む)けた始 (はじ)まり

	
	使1章3節　イエスは苦 (くる)しみを受 (う)けた後 (あと)、数多 (かずおお)くの確 (たし)かな証拠 (しょうこ)をもって、ご自分 (じぶん)が生 (い)きていることを使徒 (しと)たちに示 (しめ)された。四十日 (よんじゅうにち)にわたって彼 (かれ)らに現 (あらわ)れ、神 (かみ)の国 (くに)のことを語 (かた)られた。

	
	Remnantは福音 (ふくいん)が何 (なん)かを正 (ただ)しく知 (し)りましょう。福音 (ふくいん)を分 (わ)かれば、暗闇 (くらやみ)は崩 (くず)れます。イエス・キリストの福音 (ふくいん)の光 (ひかり)によってサタンが砕 (くだ)かれます。福音 (ふくいん)を味 (あじ)わう祈 (いの)りと、伝 (つた)える伝道 (でんどう)の中 (なか)に、永遠 (えいえん)のことが含 (ふく)まれています。そのときからRemnantに見 (み)えることがあります。

１つ目 (め)、捨 (す)てるべきことと、変 (か)えることが見 (み)えるようになります。このとき、サタンのやぐらが砕 (くだ)かれて、祈 (いの)りの中 (なか)で御座 (みざ)のやぐらが建 (た)てられます。Remnantは、いつも、永遠 (えいえん)に、世 (よ)の終 (お)わりまでともにいると言 (い)われた神様 (かみさま)の約束 (やくそく)を味 (あじ)わうだけで良 (よ)いのです。２つ目 (め)、味 (あじ)わうことと、見 (み)つけることが見 (み)えます。祈 (いの)り300%を(私 (わたし)、現場 (げんば)、未来 (みらい))味 (あじ)わえば、光 (ひかり)の経済 (けいざい)が見 (み)つかります。神様 (かみさま)がくださる光 (ひかり)の経済 (けいざい)は、教会 (きょうかい)を生 (い)かす経済 (けいざい)、宣教 (せんきょう)に用 (もち)いられる経済 (けいざい)、レムナントを立 (た)てる経済 (けいざい)です。３つ目 (め)、超 (こ)えることと、建 (た)てることが見 (み)えます。「私 (わたし)」を超 (こ)えて、絶対 (ぜったい)やぐらを建 (た)てるのです。神様 (かみさま)を見上 (みあ)げる祈 (いの)りを通 (とお)して絶対 (ぜったい)やぐらが建 (た)てられます。

Remnantは目 (め)には見 (み)えないのですが、神様 (かみさま)が与 (あた)えられる永遠 (えいえん)のことを見 (み)ることができる霊的 (れいてき)な状態 (じょうたい)を準備 (じゅんび)しましょう。これを準備 (じゅんび)するRemnantの今日 (きょう)は、永遠 (えいえん)に向 (む)けた始 (はじ)まりになるでしょう。

	
	神様 (かみさま)、暗闇 (くらやみ)を打 (う)ち砕 (くだ)く唯一 (ゆいいつ)の道 (みち)であるイエス・キリストによって今日 (きょう)を生 (い)きて行 (い)きますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2025.1.4.核心訓練



	30
（火）
	永遠 (えいえん)の答 (こた)えの始 (はじ)まり

	
	創13章14～18節　そこで、アブラムは天幕 (てんまく)を移 (うつ)して、ヘブロンにあるマムレの樫 (かし)の木 (き)のそばに来 (き)て住 (す)んだ。そして、そこに主 (しゅ)のための祭壇 (さいだん)を築 (きず)いた。(18)

	
	Remnantは正 (ただ)しく信仰 (しんこう)生活 (せいかつ)をしながら、道 (みち)を見 (み)つけましょう。そのために、神様 (かみさま)だけを知 (し)らないようにさせるサタンの戦略 (せんりゃく)から解放 (かいほう)されて、三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)が聖霊 (せいれい)でともにおられる福音 (ふくいん)を悟 (さと)りましょう。また、どのように世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)に用 (もち)いられるのかを見 (み)つけましょう。どのようにすれば良 (よ)いのでしょうか。

１つ目 (め)、私 (わたし)が持 (も)っていることを変 (か)える時刻表 (じこくひょう)になるようにしましょう。すべての中 (なか)で、神様 (かみさま)を信 (しん)じない私 (わたし)の不信仰 (ふしんこう)を下 (お)ろすとき、働 (はたら)きは始 (はじ)まります。Remnantは神様 (かみさま)を信 (しん)じない不信仰 (ふしんこう)を下 (お)ろして、キリストの契約 (けいやく)を握 (にぎ)って祭壇 (さいだん)を築 (きず)きましょう。２つ目 (め)、本当 (ほんとう)のことを見 (み)つけ出 (だ)す時刻表 (じこくひょう)にしましょう。神様 (かみさま)はRemnant一人一人 (ひとりひとり)に向 (む)けて、福音 (ふくいん)と世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の契約 (けいやく)を約束 (やくそく)してくださいました。Remnantは、その契約 (けいやく)を見 (み)つけて、回復 (かいふく)しましょう。３つ目 (め)、すると、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の道 (みち)をたてる時刻表 (じこくひょう)が出 (で)て来 (き)ます。どこへ行 (い)っても、何 (なん)をしても、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)ができる祝福 (しゅくふく)を受 (う)けます。そして、その祝福 (しゅくふく)が次世代 (じせだい)にまで成就 (じょうじゅ)します。

Remnantは私 (わたし)の福音 (ふくいん)が何 (なん)か、一生私 (いっしょうわたし)がどのように伝道 (でんどう)するのかを考 (かんが)えるだけで良 (よ)いのです。これが正確 (せいかく)に見 (み)えれば、行 (い)くすべての所 (ところ)に答 (こた)えが備 (そな)えられていることが見 (み)えるでしょう。



	
	神様 (かみさま)、正 (ただ)しく信仰 (しんこう)生活 (せいかつ)をしながら神様 (かみさま)が備 (そな)えられた道 (みち)を見 (み)つけますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2025.01.05.1部



	１
（水）
	メルキゼデクに会 (あ)ったアブラハム

	
	創14章17～24節　糸一本 (いといっぽん)、履 (は)き物 (もの)のひも一本 (いっぽん)さえ、私 (わたし)はあなたの所有物 (しょゆうぶつ)から何一 (なにひと)つ取 (と)らない。それは、『アブラムを富 (と)ませたのは、この私 (わたし)だ』とあなたが言 (い)わないようにするためだ。(23) 

	
	神様 (かみさま)はRemnantに五 (いつ)つの祝福 (しゅくふく)を約束 (やくそく)してくださいました。(契約的 (けいやくてき)祝福 (しゅくふく)、*根源的 (こんげんてき)祝福 (しゅくふく)、*代表的 (だいひょうてき)祝福 (しゅくふく)、*記念 (きねん)碑的 (ひてき)祝福 (しゅくふく)、*不可抗力的 (ふかこうりょくてき)祝福 (しゅくふく))そして、神様 (かみさま)は、今 (いま)までもなかったし、これからもない空前 (くうぜん)絶後 (ぜつご)の計画 (けいかく)を持 (も)っておられます。それゆえ、Remnantは三 (みっ)つの祈 (いの)りだけをすれば良 (よ)いのです。

１つ目 (め)、御座 (みざ)の力 (ちから)を味 (あじ)わう見張 (みは)り人 (にん)の祈 (いの)りです。Remnantが祈 (いの)るとき、御座 (みざ)のやぐらが作 (つく)られます。そして、御座 (みざ)の旅程 (りょてい)を進 (すす)むようになり、行 (い)く所 (ところ)に神様 (かみさま)が御座 (みざ)の道 (みち)しるべを作 (つく)って行 (い)かれます。ひとりで御座 (みざ)の力 (ちから)を味 (あじ)わう祈 (いの)りを始 (はじ)めましょう。２つ目 (め)、礼拝 (れいはい)祈 (いの)りです。礼拝 (れいはい)して祈 (いの)る時間 (じかん)にRemnantが立 (た)ち上 (あ)がるようになり、暗闇 (くらやみ)に勝 (か)つ霊的 (れいてき)勝利 (しょうり)が起 (お)こります。また、教会 (きょうかい)を生 (い)かす光 (ひかり)の経済 (けいざい)、世界 (せかい)宣教 (せんきょう)ができる光 (ひかり)の経済 (けいざい)、Remnantを生 (い)かす光 (ひかり)の経済 (けいざい)が回復 (かいふく)します。３つ目 (め)、次世代 (じせだい)を生 (い)かす祈 (いの)りです。私 (わたし)とほかのRemnantに正確 (せいかく)な福音 (ふくいん)が伝 (つた)えられるように祈 (いの)りましょう。すると、Remnantによって地 (ち)のすべての国々 (くにぐに)は祝福 (しゅくふく)を受 (う)けるようになります。

Remnantがこのように祈 (いの)れば、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)できる祝福 (しゅくふく)を受 (う)けます。今日 (きょう)から見張 (みは)り人 (にん)の祈 (いの)りと礼拝 (れいはい)祈 (いの)り、次世代 (じせだい)を生 (い)かす祈 (いの)りを始 (はじ)めましょう。
*根源的 (こんげんてき):事物 (じぶつ)が始 (はじ)まる根本 (こんぽん)や原因 (げんいん)になること
*代表的 (だいひょうてき):ある分野 (ぶんや)や集団 (しゅうだん)で何 (なん)かを代表 (だいひょう)するほど、典型的 (てんけいてき)や特徴的 (とくちょうてき)なこと
*記念 (きねん)碑的 (ひてき):長 (なが)い間 (あいだ)忘 (わす)れないほどの価値 (かち)があること
*不可抗力的 (ふかこうりょくてき):人 (ひと)の力 (ちから)では抵抗 (ていこう)できないこと
 

	
	神様 (かみさま)、祈 (いの)りの中 (なか)で世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)する祝福 (しゅくふく)を受 (う)けますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2025.01.05.2部



	２
（木）
	最 (もっと)も正確 (せいかく)な始 (はじ)まり

	
	創37章1～11節　さて、ヨセフは夢 (ゆめ)を見 (み)て、それを兄 (あに)たちに告 (つ)げた。すると彼 (かれ)らは、ますます彼 (かれ)を憎 (にく)むようになった。(5)兄 (あに)たちは彼 (かれ)をねたんだが、父 (ちち)はこのことを心 (こころ)にとどめていた。(11)

	
	Remnantの前 (まえ)にある現実 (げんじつ)は最 (もっと)も正確 (せいかく)な始 (はじ)まりになります。ヨセフは王 (おう)の前 (まえ)に立 (た)つ答 (こた)えを受 (う)けたのですが、その過程 (かてい)には奴隷 (どれい)の時間 (じかん)、監獄 (かんごく)の時間 (じかん)がありました。奴隷 (どれい)と監獄 (かんごく)の時刻表 (じこくひょう)の中 (なか)で、あわてることなく、だまされずにいるためには、祈 (いの)りの力 (ちから)が必要 (ひつよう)です。それなら、Remnantにどんな祈 (いの)りの力 (ちから)が必要 (ひつよう)なのでしょうか。

１つ目 (め)、朝 (あさ)と昼 (ひる)、夜 (よる)を生 (い)かす３集中 (しゅうちゅう)の祈 (いの)りについて知 (し)りましょう。朝 (あさ)と昼 (ひる)、夜 (よる)に神様 (かみさま)とともにいる集中 (しゅうちゅう)を持続 (じぞく)すれば24になって、25、永遠 (えいえん)の答 (こた)えにつながります。２つ目 (め)、深 (ふか)い祈 (いの)りについて知 (し)りましょう。パウロは自分 (じぶん)が肉体 (にくたい)のままだったのか、肉体 (にくたい)を離 (はな)れたのか分 (わ)からないほど深 (ふか)い祈 (いの)りの中 (なか)に入 (はい)りました。祈 (いの)りに深 (ふか)く入 (はい)れば、神様 (かみさま)が癒 (い)やしてくださいます。からだと脳 (のう)、たましいが生 (い)かされるようになります。３つ目 (め)、いのちをかけた祈 (いの)りについて知 (し)りましょう。パウロは船 (ふね)に乗 (の)ってローマに行 (い)くとき、暴風 (ぼうふう)にあいました。すべての人 (ひと)が死 (し)の危機 (きき)の前 (まえ)で恐 (おそ)れていたとき、パウロは船 (ふね)の底 (そこ)に降 (お)りて行 (い)っていのちをかけた祈 (いの)りをしました。

Remnantにも多 (おお)くの問題 (もんだい)と事件 (じけん)、葛藤 (かっとう)があるかもしれません。しかし、その中 (なか)には神様 (かみさま)の計画 (けいかく)があります。その事実 (じじつ)を覚 (おぼ)えて、神様 (かみさま)のみこころを求 (もと)める３集中 (しゅうちゅう)、深 (ふか)い祈 (いの)り、いのちをかけた祈 (いの)りをするRemnantになりましょう。

	
	神様 (かみさま)、問題 (もんだい)と事件 (じけん)、葛藤 (かっとう)の前 (まえ)で、神様 (かみさま)のみこころを求 (もと)める祈 (いの)りができる力 (ちから)を与 (あた)えてください。最 (もっと)も正確 (せいかく)な始 (はじ)まりをするレムナントになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2025.01.11.レムナントとTCK伝道学



	３
（金）
	世界 (せかい)を生 (い)かす日本 (にほん)の見張 (みは)り人 (にん)

	
	イザ62章6～12節　「エルサレムよ、わたしはあなたの城壁 (じょうへき)の上 (うえ)に見張 (みは)り番 (ばん)を置 (お)いた。終日 (しゅうじつ)終夜 (しゅうや)、彼 (かれ)らは、一時 (ひととき)も黙 (だま)っていてはならない。思 (おも)い起 (お)こしていただこうと主 (しゅ)に求 (もと)める者 (もの)たちよ、休 (やす)んではならない。主 (しゅ)を休 (やす)ませてはならない。主 (しゅ)がエルサレムを堅 (かた)く立 (た)て、この地 (ち)の誉 (ほま)れとするまで。」(6～7)

	
	神様 (かみさま)は世界 (せかい)を生 (い)かす祈 (いの)りの見張 (みは)り人 (にん)としてRemnantを呼 (よ)ばれました。見張 (みは)り人 (にん)は、敵 (てき)から民 (たみ)を守 (まも)る者 (もの)です。Remnantは祈 (いの)りで世界 (せかい)を守 (まも)るのです。

１つ目 (め)、Remnantを「生 (い)かす見張 (みは)り人 (にん)」として呼 (よ)ばれた理由 (りゆう)を知 (し)りましょう。教会 (きょうかい)の中 (なか)には信仰 (しんこう)が育 (そだ)たないので死 (し)にそうになっている教会 (きょうかい)信徒 (しんと)がいます。福音 (ふくいん)を邪魔 (じゃま)する人々 (ひとびと)さえもいます。イエス様 (さま)はユダヤ人 (じん)にサタンの要塞 (ようさい)があると言 (い)われました。教会 (きょうかい)は今 (いま)、危機 (きき)を迎 (むか)えています。この人々 (ひとびと)を生 (い)かすのです。２つ目 (め)、Remnantが受 (う)けた「福音 (ふくいん)の見張 (みは)り人 (にん)」の祝福 (しゅくふく)が何 (なん)かを知 (し)りましょう。イエス様 (さま)はカルバリの丘 (おか)で、人間 (にんげん)のすべての問題 (もんだい)を解決 (かいけつ)されました。そして、御座 (みざ)のやぐら、旅程 (りょてい)、道 (みち)しるべをくださいました。マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)に臨 (のぞ)んだ聖霊 (せいれい)を体験 (たいけん)する祝福 (しゅくふく)もくださいました。３つ目 (め)、「見張 (みは)り人 (にん)が先 (さき)に受 (う)ける答 (こた)え」を知 (し)りましょう。羊飼 (ひつじか)いだったダビデは、王 (おう)になるサミットの答 (こた)えを受 (う)けました。ダビデのようにサミットの答 (こた)えを受 (う)けて多 (おお)くの人 (ひと)を癒 (い)やしましょう。そして、私 (わたし)の中 (なか)に神様 (かみさま)の聖霊 (せいれい)が宿 (やど)っているので、神様 (かみさま)のやぐらが建 (た)てられて私 (わたし)と私 (わたし)のまわりの人々 (ひとびと)が生 (い)かされるのを見 (み)ましょう。

見張 (みは)り人 (にん)の祈 (いの)りが刻印 (こくいん)、根 (ね)、体質 (たいしつ)になれば、証人 (しょうにん)になるでしょう。世界 (せかい)を生 (い)かす見張 (みは)り人 (にん)の答 (こた)えを受 (う)けましょう。

	
	神様 (かみさま)、世界 (せかい)を生 (い)かす見張 (みは)り人 (にん)の答 (こた)えを受 (う)けますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.10.08.日本伝道集会1講



	４
（土）
	世界 (せかい)を生 (い)かす日本 (にほん)の見張 (みは)り人 (にん) - やぐらを建 (た)てよう

	
	イザ62章6～12節　通 (とお)れ、通 (とお)れ、城門 (じょうもん)を。この民 (たみ)の道 (みち)を整 (ととの)えよ。盛 (も)り上 (あ)げ、土 (つち)を盛 (も)り上 (あ)げて、大路 (おおじ)を造 (つく)れ。石 (いし)を除 (のぞ)いて、もろもろの民 (たみ)の上 (うえ)に旗 (はた)を揚 (あ)げよ。(10)

	
	Remnantは見張 (みは)り人 (にん)なので、祈 (いの)りのやぐらが必要 (ひつよう)です。御座 (みざ)の祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わう祈 (いの)りによって、ネフィリムのやぐらが打 (う)ち倒 (たお)されます。すると、見張 (みは)り人 (にん)のやぐらができます。やぐらの中 (なか)には三 (みっ)つのことが必要 (ひつよう)です。

１つ目 (め)、ほかの人 (ひと)が来 (く)るしかないプラットフォームが必要 (ひつよう)です。御座 (みざ)のやぐらを神様 (かみさま)が建 (た)ててくださるように、続 (つづ)けて祈 (いの)りましょう。すると、私 (わたし)と現場 (げんば)、未来 (みらい)を生 (い)かす答 (こた)えが与 (あた)えられて、記念碑 (きねんひ)を建 (た)てる証人 (しょうにん)になります。そのとき、Remnantにプラットフォームができます。２つ目 (め)、人 (ひと)を生 (い)かす光 (ひかり)を放 (はな)つ見張 (みは)り台 (だい)が必要 (ひつよう)です。すると、神様 (かみさま)が備 (そな)えてくださった旅程 (りょてい)を進 (すす)むようになります。Remnantが行 (い)く所 (ところ)ごとに癒 (い)やしとサミット運動 (うんどう)が起 (お)こります。人 (ひと)が生 (い)かされてRemnantが起 (お)きるのを見 (み)ます。３つ目 (め)、世界 (せかい)と御座 (みざ)が通 (つう)じるアンテナが必要 (ひつよう)です。すると、Remnantの人生 (じんせい)に道 (みち)しるべが建 (た)ちます。そのときから、Remnantのすべての学業 (がくぎょう)が絶対 (ぜったい)やぐらに変 (か)わります。Remnantの現場 (げんば)はミッションホームになって、集 (あつ)まる所 (ところ)はRUTCになります。そして、地教会 (ちきょうかい)ができて、多 (おお)くの人 (ひと)が生 (い)かされるのを見 (み)るようになります。

Remnantは神様 (かみさま)がくださった御座 (みざ)の祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わう祈 (いの)りをしましょう。神様 (かみさま)が必 (かなら)ずやぐらを建 (た)ててくださいます。



	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)がくださった御座 (みざ)の祝福 (しゅくふく)によって祈 (いの)りのやぐらが建 (た)ちますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.10.09.日本伝道集会2講



